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1　は　じ　め　に

早期多収と採桑作業の機械化をねらいとした密植桑園の

普及を推進しているが，この密植桑園で，且．CαrO‘ouorα

飢血叩．CαrO加Orαによる桑枝軟腐病が突発的に発生する

事例が多く，枝枯れや欠株など．桑園生産力低下の大きな

変凶となっている。そこで，桑枝軟腐病の被害回避技術を

組み立てるため，密植桑園での本病の発生生態を解析した。

蓑1試験区構成

2　試　験　方　法

（1）中間伐採の程度と桑枝軟腐病の被害

供試桑園は1986年，17年生の改良鼠速を株下げ更新し，

畦間にあおばねずみを植栽した密植桑園で．春切桑を7月

下旬に収穫，再発芽した枝条を用い．中間伐採の程度と被

害の関係を調査した。試験は1987，’88年の2匝l実施し．

試験区の構成は表1に示した。

そ　　　の　　　他
年次　水準　伐採程度　摘要処理
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発病を確実にするため，軟腐病菌C33株（垂足研起源）

をキングB培地で培養後に水封して冷威し．使用時に108

～10ソmg程度に希釈して伐採直後の切口に塗布した。

（2）中間伐採の時期と桑枝軟腐病の被害

供試開場及び供試条件は試験（1）と同じ。試験は2か年実

施し．中間伐採の時期は1988年は9月14・21・28日の3L軋

1989年は9月1・11・21日と10月2・12日の計5回とした。

被害調査は1989年4月26日と1990年4月16口に実施した。

3　試験結果と考察

（1）中間伐採の程度と桑枝軟腐病の被害

調査結果は図1に示した。2か年の結果を通してみると，
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図1晩秋期の中間伐採程度と桑枝軟腐病の披害
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伐採程度が深いほど，春先の枝枯れ率が高くなり，枝枯れ

良も長い傾向が認められた。しかし，伐採程度の差より摘

彙処理の差が大きく，伐採後の残費机が桑の抵抗反応の発

現に大きく影響するものと考えられる。

12）中間伐採の時期と桑桟炊腐病の被害

1988年と1989年の調査結果を図2に示した。無摘糞では

全般に被害程度が低かったものの，年次と無関係に．9月

2川伐採の抜枯れ率が高かった。一方，全摘袋では，どの
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図2　中間伐採時期と桑枝軟腐病の被害
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時期の伐採でも無摘葉より枝枯れ率が高く．特に，9月1

日から9月21日までの伐採では無摘葉の4～10倍の枝枯れ

率となった。

以上のことから∴桑枝軟腐病の披害は9月20日ころに発

生の転換点があると考えられる。この時期はこの試験の改

良鼠速では，仝摘腰で中間伐採後の再発芽がみられなくな

る直前に当たっており．桑の抵抗反応と枝条伸長停止期の

関わりが示唆される。また，全摘糞で被害が圧倒的に多い

ことから，乗の抵抗反応は光合成と関係が深いと思われる。

吉井・坂本3）は桑枝軟腐病の春先の枝枯れ率と前年10月の

桑枝条皮層部の炭水化物濃度との間に高い相関があり．中

間伐採後の再発芽で枝条皮層邦の炭水化物濃度が急激に減

少すると報告している。この炭水化物が低抗作発矧こ関与

する機作についてはネ明であるが，光合成魔物が抵抗反応

に関Iiしていることは明白と思われる。

桑枝炊腐病の被害を軟腐病菌の増殖速度と桑の抵抗反応

の積として説明できると仮定し，この試験の改良鼠返の伐

採時期別技枯れ率の推移を模式化して図3に示した。
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図3　桑枝軟腐病の被害発生模式図
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軟顧病歯の増殖（V）は温度・湿度・栄養源等で規制さ

れるが，9月から10月に乗枝条の切Llに定着した状態を想

定すると，ほとんど，温度で決定される。高橋・佐藤2）

によれば，桑枝軟腐病繭は5－40℃で生再し，適温は28～

35℃で，高温域を好む繭である。そのため，9月から10月

にかけての気温の低下につれて．急激に増殖速度を落すも

のと思われる。ただ，飯田・坂本日，吉ル・坂本山は10月

伐採でも高率に繭が定着することを認め，歯が定着しただ

けでは被害が起こらないと報告しており，皮層組積の崩壊

には一定出以上の薗姐が必要と考えられる。繭量のしきい

値を求めることなど，残された課題は多い。

桑の抵抗反応（R）が光合成産物の蓄積と関係の深いこ

とは前述したが，無摘要（R2）の場合，枝条伸長停止直

前の伐採では，枝集中の光合成庵物が伸長で消費され，蓄

積の少ない状態で伐採されるため，伐採後の光合成でも卜

分蓄積できない恐れがある。特に，伐採程度が深いと以後

の光合成はほとんど期待できないものと思われる。一方，

今摘柴（Rl）の場合，伸長停止前の伐採では再発射こよ

る消費と新たに展開した葉の光合成による蓄積の差が問題

となる。仲良停止約20口前から直前までの伐採では，牡鹿

より消費が上廻るものと思われる。

4　ま　　と　　め

桑枝軟腐病の被害は晩秋期の伐採でほとんど緑葉が残ら

ず，越冬前の枝条に卜分な光合成産物を嘗概できない状態

のとき発年する。特に．枝条仲良停止二20目前ころから直前

の伐採は．再発芽・伸長によって枝集中の光合成産物が消

費され，新たに展開した葉の光合成では補完できないこと

もあるため，被害を受ける危険が大きい。

密植桑園では枝条下部の落葉良が長くなりやすいため，

全摘葉に近い状態の中間伐採もみられ∴桑枝軟腐病の被害

を受けることが多い。栽桑計画を吟味し，隔畦収穫などの

槻上り防止策を講ずることが重要である。
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